
リスク・機会管理
柔軟で強靭なESGガバナンスのもと、リスクの低減と事業機会の創出を確実にするため、リスク管理および機会管理を強化しています。

選定ステップ

花王のリスク管理と機会管理

リスク管理においては、リスクの重要性をリスク・危機管理委員会で定期的にモニタリングし、 
経営への影響が特に大きく、対応の強化が必要なリスクは「コーポレートリスク」として、経営 
会議でリスクテーマとリスクオーナーを決定し、リスク・危機管理委員会で進捗管理をしていま 
す。部門やグループ会社で管理可能なリスクは、各組織が中心となり、対応しています。加えて、
社会のサステナビリティや ESGに関するリスクについては、ESG コミッティにおいて審議・議論
しています。

機会管理においては、花王グループ全体でESGに関連する重点テーマを統合的に管理し、優 
先順位の設定により、ESG投資を促進する仕組みを構築し、戦略的な事業機会の創出につなげ 
ています。

重点取り組みテーマの選定プロセス

「花王のESGコミットメントとアクション」における19の重点取り組みテーマを以下の4つの 
ステップで選定しました。

2018年に実施した重点取り組みテーマの選定
1. 候補テーマの特定（Identification）
1.1 候補テーマのリストアップ 

以下を参考に候補テーマをリストアップし、78の候補テーマ（環境分野：17、社会分野： 
37、ガバナンス分野：24）を選出しました。 

・ISO26000 
・GRI Standards 
・SDGs
・ESG評価機関の評価項目 
・世界のメガトレンド 
・社内ワークショップ
・他企業のマテリアリティ 
・第三者の意見

 
1.2 トップインタビュー

代表取締役、取締役、常務執行役員8人にインタビューし、ESG戦略に対する考えや要求事 
項を整理しました。

1.3 リージョンワークショップ
アジア、米州、欧州において、ワークショップ形式でビジネスニーズ、サステナビリティニーズ、 

重点取り組みテーマ選定の目的
1. 社会の状況や課題、花王への期待の変化を捉え、的確に対応する。
2. 花王の方針、事業環境や戦略の変化を踏まえ、ESG活動を戦略的に実行する。
3. 経営資源を効果的に投入し、実効性のある活動にする。

1. �候補テーマ
の特定

2. �優先度の 
設定 3.  承認 4. レビュー
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生活者・顧客ニーズのすべてを同時に満たす活動を現場視点で抽出し、グローバルで存在感の 
ある会社につなげていくための要素を抽出しました。

2. 優先度の設定（Prioritization）
1.1でリストアップした78の候補テーマについて、花王の事業成長や企業価値向上における 

重要度を、社外のステークホルダーおよび社員に評価してもらいました。評価結果を、「ステー
ク ホルダーにとっての重要度」と「花王にとっての重要度」の2軸でマッピングし、マテリアリ
ティ・ マトリックスとして整理しました（図：マテリアリティ・マトリックス）。なお、「花王にとっ
ての重 要度」の評価においては、ダブルマテリアリティの原則にのっとり、花王が環境・社会に
対し中長期 的に与えるインパクトを考慮しています。 

当評価結果と第三者意見をもとに、各部門の責任者で構成されるESG推進会議で審議し、19 
の重点取り組みテーマを選定しました。なお、上記調査で評価が比較的高かったものの重点取 
り組みテーマに含まれなかったテーマについては、別の組織体で管理、実行していきます。例え 
ば、社外で評価の高かった「大規模災害に対する備えと復興の支援」は、以前からレスポンシブ 
ル・ケア推進委員会で取り組んでいるテーマです。

3. 承認（Validation）
ESG推進会議で選定した19の重点取り組みテーマについて、ESG委員会（現ESGコミッティ） 

で審議し、取締役会で承認しました。これに基づき、各部門はそれぞれの目標および活動計画を 
策定し、ESG活動を実行しています。

4. レビュー （Review）
19の重点取り組みテーマは定期的にレビューし、前述した選定ステップの1〜3を経て見直し 

をしています。さらにESG外部アドバイザリーボード会議においても毎年、確認を行っています。
Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

マテリアリティ・マトリックス

花王にとっての重要度

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

-QOLの向上

-環境汚染の防止

-廃棄物の削減

-水資源の保全

リサイクルシステムの構築

ユニバーサルデザインの配慮-

サステナブル消費に関する消費者啓発- 製品の安全性の管理

職場環境・労働安全衛生の向上と保安防災-

-マーケティング・イノベーション

-コンプライアンスの徹底

人財育成

ライフサイクル全体のCO2排出量削減
製品のイノベーション

持続可能な原材料の調達

情報透明性の確保

社員のダイバーシティの尊重-
清潔・衛生習慣の定着-

● �快適な暮らしを自分らしく送るために

● 思いやりのある選択を社会のために

● よりすこやかな地球のために

● 正道を歩む

回答者の属性
・社外のステークホルダー32人（日本人21人、日本人以外11人） 
・社員71人（日本人39人、日本人以外32人） 
 
社外のステークホルダーとして、次の各グループの代表者の方々に回答をご協力いただきました。 
・生活者・顧客
・サプライヤー 
・地域社会 
・NGO ／ NPO 
・アカデミア 
・業界団体・同業者 
・株主・投資家
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リスクを適切にマネジメントすることは、従来の被害や損失の軽減にとどまらず、新たな挑戦
を支援し、事業の成功確率を高め、企業価値のさらなる向上をもたらします。

持続的な成長と社会への貢献に悪影響を及ぼす可能性があるリスクのうち、特に重要な14の
「主要リスク」をリスク・危機管理委員会で検討し、経営会議で決定しています。「主要リスク」
については、主管部門が対策方針を策定し、進捗管理を行っています。

この「主要リスク」のなかでも、特に経営への影響が大きく、対応の強化が必要なリスクを
「コーポレートリスク」と定めています。これらのリスクについては、リスク・危機管理委員会で
テーマを検討し、経営会議においてリスクテーマとリスクオーナー（責任者である執行役員）を
決定しています。リスクオーナーは対策チームを立ち上げ、対応計画の策定、リスクのモニタリ
ング、並びにリスク顕在化時の対応を実施します。これらの対応については、リスク・危機管理
委員会において実効性の審議と進捗管理を行い、毎年、経営会議でリスクテーマの見直しを行っ
ています。

社会のサステナビリティやESGに関するリスクについては、 ESGコミッティにおいて審議・議
論しています。

リスク管理

リスクの管理体制と活動方針は、「内部統制委員会」のもとに設置された関連委員会のひとつ
である「リスク・危機管理委員会（年4回開催）」が、「リスク及び危機管理に関する基本方針」
に基づき定めています。各部門および関係会社は、この方針に従ってリスクを把握・評価し、対
応策を検討・選択・実行することでリスクを管理しています。この活動は経営会議で定期的（年
1回）および必要に応じて適時確認し、取締役会が承認しています。また、「内部統制委員会」は、
この活動の有効性を確認しています。

花王は、2016年よりERM※を導入し、グローバルでリスク管理の高度化を推進してきました。
花王のERMは「現場」と「経営」が一体となって取り組むERMです。中期経営計画「K27」の達
成を阻害する重要リスク並びに対応上の課題を、現場視点の「リスク調査」、経営視点の「経営
幹部ヒアリング」、および「外部環境の分析」から把握・評価しています。なお、ISO31000を参
照し、国際的な枠組みに沿った運用を行っています。
※ �ERM（Enterprise Risk Management）：すべての重要リスクを統合的、包括的に把握・評価し、対応策を講じて企業価値につなげる

リスクマネジメント

機会管理

2019年、各部門が提案した機会となるテーマの中から20の重要なテーマを特定し、ESG委 
員会（現ESGコミッティ）で審議したうえで設定しました。これらのテーマに基づき、主管する部 
門が戦略と活動に落とし込み、取り組みを進めています。ESG推進会議やESGコミッティが、こ
れらの重要テーマを全社で統合管理し、活動の進捗状況を確認しています。

特に事業活動へのESGの組み込みにおいては、投資・コストに関する迅速かつ的確な判断が 
重要です。この点において、花王はESG投資に関する基準およびESGコミッティでの審議・承
認 プロセスを明確化することで、各部門からの提案の活性化と、的確な投資判断を可能にして
います。これにより、ESG活動による確実な機会創出および事業への貢献を実現しています。

脱炭素、プラスチック包装容器、人権・DE&I、化学物質管理については、所轄するESGステ
アリングコミッティが中心となり、事業における迅速な機会創出と具現化を進めています。

・�有価証券報告書　第2 事業の状況　3【事業等のリスク】 
https://www.kao.com/jp/investor-relations/library/securities/

・�リスク・危機管理 
https://www.kao.com/jp/corporate/policies/business-risks/

ESG活動への展開

Kirei Lifestyle Plan重点取り組みテーマ（KLPテーマ）の推進 
● �主管部門が担当テーマの内容の設計、中長期目標の策定を実施し、定期的に各部門の 

進捗を集約し、全社の進捗管理をする。
● �対象部門が、各テーマについて部門の目標、活動計画を策定し、推進する。

各部門の推進
● �部門ごとに推進体制を構築。部門目標、活動計画を策定し、PDCAサイクルを回す。 
● �各部門の活動進捗状況をESG推進会議に報告し、計画の見直し要請等を各部門に 

フィードバックする。
● �各部門によるグローバルの運営を基本とし、適宜グループ会社単位の運営で活動を支

援する。
● �各部門のESG推進会議の委員は、全社ESG戦略の部門戦略への落とし込みを指揮、 

推進する。
● �OKR制度との連動により、ESG活動を活性化する。
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花王のESG活動は、ESG全般に焦点をあてつつ、特にKLPテーマに戦略的に注力しています。
このアプローチに基づき、各KLPテーマに対して策定された全社目標とKPIを各部門に展開し、
具体的な活動につなげています。各部門はこれらの目標をもとに日々の活動を実施し、ESG推
進会議がその進捗状況を定期的にモニタリングしています。各部門はESGの運営に関する管理
責任を担い、組織内のレポーティングラインに従って具体的な活動を展開します。ESGは部門方
針や目標、計画に組み込まれることで、実効性を確保しています。さらに、グローバルのグルー
プ会社においても、各部門がESG活動を推進し、活動内容に応じて適宜グループ会社単位で管
理運営しています。ESGガバナンス体制はこのように、ESGコミッティ、ESG推進会議、ESGス
テアリングコミッティが密接に連携し、KLPテーマの主管部門と各部門との協力を推進していま
す。また、各部門内のグローバルな運営を含め、ESG活動の組み込みを進めています。さらに、
人事評価にESGを組み込んでいます。2021年から導入したOKR制度により、役員を含む全社
員がESG目標を個々の目標の一部として設定し、その取り組み内容がチャレンジの観点で評価
されます。この仕組みにより、全社員が一丸となってESGに取り組み、その活動を一層活性化さ
せています。

社員エンゲージメント

ESG社員エンゲージメント体系 
花王の中期経営計画「K27」および花王のESG戦略「Kirei Lifestyle Plan（KLP）」の目標達

成には、すべての花王グループ社員が「Kirei Lifestyle」のビジョンに共感し、自らがKLPの実
現に向けて行動する「Kireiアンバサダー※」として活動を推進していくことが重要です。そのた
め、社員に継続的な情報とインスピレーションを提供し、モチベーションを高め、力を引き出す
社員エンゲージメント施策を、「ESGよきモノづくりカレッジ」と呼ぶプラットフォームを基盤に、
戦略的かつ体系的に推進しています。
※ �Kireiアンバサダー：KLP推進に必要な基礎知識とマインドを持ち、熱意を持って活動し、周囲に影響を与えることができる社員。

学習プログラム
すべての社員にKLP推進に必要な知識を提供し、自主的な学びを促進することを目的に、職

層に応じた学習プログラムを開発・提供しています。新入社員向けには、ESG部門統括が「なぜ
花王がESGに取り組むのか」を解説する動画を入社研修の一環として提供しています。2年目
以降の社員には、花王のESGの重点取り組みが学べるeラーニングプログラム「Kirei Lifestyle 
Plan講座」を展開しています。この学習プログラムは英語・日本語にて作成し、アジア各社に

ESGよきモノづくりカレッジの体系図

ESGよきモノづくりカレッジ

学習プログラム コミュニケーション 
コンテンツ エンゲージメント機会 不定期イベント

リ
ー
ダ
ー
層

ESGの世界の潮流、 
花王の取り組み
● �ESG Trends Newsletter

● �ESG Leadership 
Dialogue

● ����ESG主要テーマに関する 
外部専門家による講演など

	� ESGリーダー向けライブ・ 
イベント、 
その他向けビデオ・ 
アーカイブ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
層

＜アドバンス＞
Kirei Master  
育成プログラム 
① �ESG Engagement 

Master Course
② LCA Master Course

● �Intranet ESG特集

● �ESG Town Hall

２
年
目
以
降

＜ベーシック＞
Kirei Lifestyle Plan 講座

（動画）
どう、ESGに取り組むのか

● �Kirei Month

入
社
１
年
目

<必修課題>
花王のESGコミットメント

（動画）
なぜ、ESGに取り組むのか

● �ESG Communication 
Tools

て現地語に翻訳され、グローバル社員のさらなる理解向上が図られています。サステナビリティ
に対する社会的要請が強い欧米では、関連する規制の進展に対応するため、「Sustainability 
101 Training Course」など独自のプログラムを提供しています。

サステナビリティに関する要請の高まりに伴い、生産、サプライチェーン、研究開発などでは
その業務や必要スキルは変化しています。このような変化に対応すべく、ライフサイクル視点や
環境配慮設計などの専門的な学習プログラムを開発・提供し、社員が既存の専門性を活かしな
がら新たな役割へ移行できるよう支援しています。
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コミュニケーションコンテンツ
社員一人ひとりがESG視点の「よきモノづくり」推進をするための気づきが得られるよう、

コミュニケーションコンテンツを制作・公開しています。グループ全社員を対象とする「ESG 
Trends Newsletter」では、ESGのグローバルな潮流や花王グループ各社のESG活動に関す
る最新情報に加え、その時々に応じた特集を組んで配信しています。後述するエンゲージメ
ント施策の告知や特集を掲載することで各施策への誘引も図っています。このESG Trends 
Newsletterの平均開封率は51%まで向上しています。また、2025年はグローバルイントラネッ
トにて「花王のESGの現場から」と題した連載を企画・掲載し、日本語版・英語版合わせのべ
1万1,000回の閲覧がありました。これらの施策により、社員のESGに対する情報感度の向上と、
各現場における業務にESGがどのように組み込まれ、実践されているかの理解深化が図られて
います。

ESG Trends Newsletter 平均開封率

を合わせた総リーチ数は900人となり、参加者からは「ESGのトレンド、花王の考え方、花王の
取り組み、外部からの評価について深く理解できた」などの好評の声が寄せられました。

さらに、2025年はアジア各社と連携し、初の試みとなるグローバル統一の社員エンゲージメ
ント施策「Kirei Month」を開催しました。花王のESG注力テーマである「脱炭素」「ごみゼロ」「人
権・DE&I」を共通テーマに設定し、各社のESG担当が各社の状況に適合した施策を企画・実
行しました。参加した社員数はのべ7,000人に達し、各社の社長からは「ESGは事業価値の基
盤であり、社員が自分事化することが重要。こういった活動はブランド価値に直結する。」とのコ
メントが寄せられ、参加者アンケートでも高い満足度が確認でき、社員の誇りと理解の深化、実
践意欲の向上が認められました。
「Kirei Month」の企画検討にあたって丁寧な対話を重ねました。花王グループの方針をより
深く理解し、各社の企画を共有し、深く議論したことが成功に結びついたものと考えています。

今後も、ESG視点を業務に取り入れる重要性への理解を深め、具体的な行動につなげるきっ
かけを提供する取り組みを積極的に推進していきます。

エンゲージメント機会
ESG視点を自身の業務に取り込むことの重要性についての認識を高め、社員の自分事化を促

すことを目的に、さまざまなエンゲージメント施策を企画・実行しています。リーダー層を対象
とした施策としては、アジアのコンシューマーケア事業会社社長と、ESG部門統括・副統括によ
る「ESG Leadership Dialogue」を実施しました。各社の社長からは、ESGと事業統合を加速
するために解決すべき課題の共有があり、アジア全体をひとつのバリューチェーン・リージョン
として捉え、国ごとの役割・強みを活かした連携を進められていることが確認できました。今後、
花王として取るべきアクションについて話し合う絶好の機会となりました。

2023年に欧米で始めたESG部門統括と社員の対話の場である「ESG Town Hall Meeting」
を2025年は日本・アジア・欧米の3拠点にて実施しました。会場参加とアーカイブ動画の視聴

不定期イベント
ESGの主要テーマについて理解を深めるため、さまざまな職層を対象に、外部専門家を招い

た講義やイベントを不定期に開催しています。日本花王では、すべての職層を対象に「ビジネス
と人権」をテーマに外部識者による講演会を開催しました。

2022 202420232021 2025

花王インダストリアル（タイランド）にて開催された「Kirei Month」イベント

Average

25%

Average

41%

Average

46%

Average

51%
Average

47%
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Saya Douglas 
花王株式会社 
ESG部門　ESG戦略部 
ESGグローバルエンゲージメント

社員の声

Kireiを軸に、
初のグローバル社内エンゲージメント
イベントを実現

Kirei Monthを通じて最も印象的だったのは、花王グループ全体に広がる情熱でし
た。本施策はESG部門として取り組む初のグローバルイベントであり、企画段階から慎
重に設計を進めました。各リージョン担当者と対話を重ねる中で改めて実感したのは、
企業理念「花王ウェイ」やESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」に体現され、企業文化とし
て深く根づいている共通の価値観の重要性です。こうしたよりどころ、すなわちKireiと
いう価値観こそが、グローバルでの共創を可能にしたと思っています。

本取り組みでは、各リージョンの担当者が主体となってローカル施策を牽引し、グルー
プ全体として一体感のあるイベントへと発展しました。現地社長自らが参画したケースも
あり、社員一人ひとりがESGを自分事として捉える重要性や、ESGが事業価値創造の基
盤であり、ブランド価値に直結するものであることが語られました。各リージョンで想像
を超える熱意とオーナーシップが発揮されたことに、大きな感銘を受けました。

同時に、Kirei Monthは、グローバルとローカル双方のニーズに応える取り組みで
あったことも改めて確認できました。企画当初に掲げた、アラインメントの向上、リージョ
ンを越えた協働の深化、そして何よりもサステナビリティを事業および生活者に向けた価
値創造のより強力なドライバーとするための社内エンゲージメントの推進という目的に対
して、有効な施策であったと捉えています。

成功の鍵となったのは、事業ポートフォリオ、サステナビリティの優先事項、エンゲー
ジメントの状況が異なる各リージョンにおいて、いかに本施策を「意味のあるもの」にで
きるかという点でした。そのため、Global planning / Local execution（グローバルで
企画し、ローカルで実行する）という考え方のもと、まず、リージョンの担当者が一堂に
会し、Kirei Monthの枠組みを共に設計。その後、担当者は共通のビジョンを携えて各
リージョンに戻り、現地の関係者と密に連携しながら、事業環境を踏まえたイベントを企
画・実行しました。ここでも私たちと各リージョンの担当者との対話を継続しました。こ
うしたことが、一貫性と柔軟性の両立に寄与したと考えています。

Kirei Monthは、世界中の社員の一体感や誇りを高めるとともに、実践への意欲を後
押ししたと考えています。同時に、このプロセスを通じて、私たち自身も各リージョンの
状況や課題をより深く理解することができました。この貴重な学びを今後のグローバル
社員エンパワメント活動に活かし、サステナビリティをドライバーとした価値創造に引き
続き取り組んでまいります。
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Dararat Insuwan
花王インダストリアル（タイランド）
コーポレート戦略 ESG推進

社員の声

Kirei Month グローバルな施策から、
各地域が主体的に担う活動へ
社員一人ひとりの力を引き出し、

「Kirei Life for All」の実現を後押し

Kirei Monthは、全リージョンのチームが参加する新たな取り組みです。「Let’s Celebrate 
Kirei Together」というテーマのもと、花王におけるサステナビリティを軸としたグローバ
ルな社内エンゲージメントの象徴となっています。この取り組みは、社員一人ひとりが当
事者意識を持ち、それぞれの役割にサステナビリティを組み込めるようにすることで、事
業を通じてサステナビリティを推進することの重要性への理解を高めることを目指してい
ます。同時に、リージョンを越えた協働と、互いに刺激を与え合う文化による、一体感の
ある企業文化の醸成も目指しています。

花王インダストリアル（タイランド）を代表して、私たちのチームが「Inspire My 
Kirei」プログラムを通じて、このグローバルな象徴的取り組みを具体的な活動の広がり
へと変えていく姿を、大変誇りに思います。

私たちの主な目的は、理解と社員エンゲージメントを高めることでした。仕事や個人の
生活における日々の習慣の中にKirei Lifestyle Plan（KLP）を取り入れ、社員が社会と
地球を大切にできるよう後押しすることで、花王の使命である「Kirei Life for All」の実
現を目指しました。

これを実現するため、私たちは2本柱の戦略的アプローチを実行しました。

１. KLPに関する知識と理解の構築
ESGチームは「Kirei Mini Conference」を開始し、サステナビリティレポートや社外

のベストプラクティスから得た知見を可視化して、複雑なESG戦略をわかりやすく伝え
ました。これにより、KLPに関する基礎的な理解を築き、社員一人ひとりが自らの役割が
ESG戦略と企業目標にどのように貢献しているかを明確に理解できるようにしました。こ
の取り組みによりエンゲージメントが高まり、参加者の47％が厳格な戦略クイズを通じて

「KLP BIG FAN」ステータスに達しました。これは、組織のサステナビリティ・ロードマッ
プに対する深い理解を示しています。

2. 「Kirei Moments」を通じて、KLPを日常生活と仕事に結びつけること
私たちは、社員が自らの「Kirei Moments」を共有できる場をつくりました。そこで

は、業務や日々の暮らしの中にKLPの原則をどのように取り入れているかという個人のス
トーリーを共有してもらいました。反応は非常に大きく、目標を大幅に上回る62件の示
唆に富むストーリーが寄せられました。これは、Kirei Lifestyleが単なる戦略を超え、社
員にとって生きた文化になりつつあることを示しています。

私たちのコミットメントと今後の課題
こうした初期成果はすばらしい出発点ですが、最終的な課題は、KLPを事業に完

全に組み込むことです。具体的には、環境負荷を最小化し、社会課題に対応する製品
を通じて、KLP戦略をどのように製品価値の向上に活かしていくかです。私は、Kirei 
Monthで得た勢いを活かし、より深い社員エンゲージメントと、組織全体にわたる「Co-
ownership」の意識をさらに育んでいくことに強くコミットしています。

私たちは、花王インダストリアル（タイランド）を「持続可能な社会にとってなくてはな
らない企業」へと変革することに全力を尽くしています。社員一人ひとりがサステナビリ
ティ目標に当事者意識を持ち、パートナーと共にインパクトのあるビジネスモデルを共創
することで、私たちの成長がよりよい地球に直接貢献するようにしていきます。

花王インダストリアル（タイランド）で私たちが取り組んでいるのは、単に1カ月を祝う
ことではありません。これから先の世代にわたり世界にとって大切であり続ける「Kirei 
Life for All」のレガシーを築いているのです。
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2025年の花王は、ESGを「企業の戦略」のみならず「社会の実践」へと押し広げた年で
あったと感じます。特に印象的だったのは、生活者が「手に取る瞬間から地球にやさしい
選択ができる」仕組みをさらに進化させた点です。「選ぶだけで環境に寄与できる」製品
設計は、日本が官民で推進する循環経済への移行方針とも合致しており、約30年にわた
り「つめかえ・つけかえ文化」を社会に根づかせてきた先駆性が改めて評価されるべきだ
と考えます。花王は、プラスチック使用量を想定ベース比で78%削減し、実際の使用量に
おいても本体ボトルよりも「つめかえ・つけかえ」が主流となる構図へと転換しました。こ
れにより、「選べば減らせる」という段階を超え、「選ばなくても減っていく」日常行動の既
定路線化を実現した点は、生活者主導の循環型社会の実装として高く評価できます。

次のステージに進むためには、「既存の製品構造を前提としない、持続可能なライフス
タイルの再設計」が求められます。たとえば、非ボトル化やボトルの長期利用（濃縮・固形・
シート化、リフィルステーションの導入など）を、つめかえ文化の延長線上で大胆に展開
していくことが期待されます。また、「買う→使う→終わらせる→次につなぐ」までを包括
する体験設計（店頭回収、空容器持参インセンティブ、ECでの自動リフィル選択など）を
拡充し、こうした変革を日本の消費文化に根づかせる旗手となることが望まれます。

花王の包装容器に関するEPR（拡大生産者責任）の取り組みは、企業の自主努力とし
ては非常に高い水準にあると認識しています。今後は、自治体と連携したKPIの設定や、
社会的インパクトに連動した政府支援の仕組みづくりが重要になると考えます。たとえ
ば、リサイクル率や削減量に加え、地域や学校への啓発活動の水準などもKPIに含め、
その成果に応じた補助金を付与するような制度設計が期待されます。また、これまで自
動車産業を中心に進められてきた日本版DPP（デジタル製品パスポート）政策に対し、
家庭用・日用品のプラスチック包装容器に焦点を当てた政策への積極的なリーダーシッ
プを花王に担っていただきたいと考えます。具体的には、共通データフォーマットやデー
タプラットフォーム連携への官民投資、業界横断での循環性に向けた技術的・制度的課

題の解決などが挙げられます。
2019年からESGアドバイザリーボードの一員として花王と関わる中で、同社のESG

戦略の進化を前向きに感じてまいりました。初期は法令遵守やリスク回避を重視した「守
り」の姿勢でしたが、近年はパーム油問題などのマテリアリティを明確化し、具体的なア
クションへと進化してきました。他方、業界全体のコスト圧力やグローバルなサステナビ
リティ要求の混乱により、「花王だけがやり損にならないように」という空気も感じられる
のが実情です。

このような状況を打開するためには、「花王がどう変わるか」ではなく、「誰と共に環境
を変えていくか」という視点への転換が必要です。既存のサプライヤーや顧客との連携
に加え、政府、金融機関、教育機関、さらには同業他社との協働によって、生活者の購買
行動をアップデートするような大規模な取り組みが求められます。こうした取り組みは、
ESGの「やり損」を防ぐルールメイキングにもつながると考えます。

花王の強みは、日用品の設計と体験を通じて、政策の抽象的な目標を生活の現場に落
とし込む「社会実装力」にあります。他社と比較しても際立つこの力を活かし、さまざま
な主体と連携しながら生活者の行動変容を促し、業界全体の変革を牽引していただきた
いと願っています。トライ＆エラーを重ねながら得た知見を共有することで、企業・行政・
市民（教育機関を含む）が一体となり、「社会基盤としてのESG」を築いていくことができ
ると確信しています。

ESG外部アドバイザリーボードからのメッセージ

寄稿に対する花王からのメッセージ
2026年に向けたメッセージとしてご指摘いただいたとおり、循環経済の実現に向けては、

資源循環の仕組みづくりに加え、生活者の購買行動そのものをアップデートしていく視点が
重要であると認識しています。花王では、皮膚科学・製品開発で培ってきた技術、知見を
基盤に、多様な企業と連携して設立した「RNA共創コンソーシアム」を通じて、新たなビジ
ネスモデルの創出に取り組んでいます。生活者一人ひとりの肌の状態を可視化し、自分に
合った製品を必要な分だけ確実に選択できることで、QOLのレベルを大きく向上させ、在
庫や廃棄削減を通じた資源循環にもつながる、花王ならではのライフスタイル提案を目指
します。一方で、循環経済を社会に定着させるためには、業界横断での実装が不可欠です。
花王では、2021年よりコーセーと推進してきた取り組みをさらに流通業界も巻き込んで規
模を拡大、2025年には、花王、コーセー、イオンリテールと3社で、化粧品プラスチック容
器の水平リサイクルを本格実装段階に移行しました。今後も、独自技術と他社との協働によ
り、生活者の新しいライフスタイルの実現を目指していきます。

末吉 里花 氏 
一般社団法人エシカル協会

代表理事

花王のESG社会実装力が導く
消費行動のアップデート
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花王のサステナビリティアドバイザリーボードに就任して4年目になりますが、同社と
関わることができたことを、これほど誇りに思ったことはありません。多くの企業がESG
へのコミットメントを放棄したり、語らなくなったりしており、昨今では特に米国の新政
権がますます政治的な敵意を露わにしていますが、その中で花王は、驚くべき勇気を示
しました。「グリーンハッシング」への転換やサステナビリティからの撤退に踏み切るので
はなく、花王はより深く追求し、あらゆる活動にESGをさらに徹底的に組み込むと同時
に、自社の取り組みについて積極的に発信し続けています。

この揺るぎない姿勢こそが重要です。花王が理解していることを、多くの企業が忘れ
てしまっています。ESGは表面的なイメージ戦略ではなく、すべてのステークホルダーの
繁栄を支援することで財務業績を向上させる優れたビジネス手法であり、これこそKirei 
Livingといえるのです。

無駄な包装の削減から、より健康的なスキンケア製品の開発まで、花王は、科学的根
拠に基づく厳密なアプローチがESGの成果と企業の収益性を同時に向上させるという好
例となっています。

近年花王は、先見性に富んだ戦略的な進化を続けています。ESGを中期経営戦略に直
接組み込み、経営が与える影響も考慮に入れる形へとマテリアリティの手法を発展させ
る、というステップにまで進んでいる企業は、世界を見てもほとんどありません。

私の今年のメッセージで核となる言葉は「加速」です。2027年と2030年という重要
な目標達成年度が迫る中、花王はあらゆる面での取り組みを加速させなければなりませ
ん。その中で特に、スコープ3排出量、包装廃棄物の削減、そしてインクルーシブな労働
力の構築といった、まだ進捗が遅れている分野に重点を置く必要があります。

中でもジェンダーの多様性に関して、花王は適切なインフラを備えており、対象となる
男性の有給育児休暇取得率はほぼ100%を達成しています。しかし、目標達成年度であ
る2030年が迫る中、花王は各管理職レベルで中間年度目標を設定すべきです。目標は
透明性のある形で公表するとともに、データを厳密に活用して、女性の昇進が十分に進
んでいないボトルネックを特定する必要があります。また花王は、優秀な女性をキャリア
ブレイクから復帰させて管理職に就任させる「リターンシップ」プログラムについても検

討する必要があります。
花王の人権活動は素晴らしいものです。特にインドネシアの5,000カ所の小規模パー

ム農園を支援するSMILEプログラムは、まさにESGが事業にとって有益であることを実
証する活動です。花王の経営陣には、残りの12%のトレーサビリティギャップを2027年
までに解消し、このモデルを他のコモディティや地域にも拡大することをお勧めします。

花王みらい共生財団には大きな可能性があります。花王は、自社の科学的専門知識が
変革的なインパクトをもたらす可能性のある2～3の領域に注力すべきです。花王は、み
らい共生財団を水セキュリティと障がい者支援に関するイノベーションの研究場として
活用すべきであり、そうすることで世界規模に拡大でき、最終的に収益性の高い製品を
生み出すことが可能になります。また、影響を受ける人々の生活に関する具体的かつ測
定可能な目標の設定が求められます。

最後に、花王はもっと大胆にコミュニケーションを図る必要があります。CDPのトリプ
ルA評価を5年連続で獲得し、19年連続で「World’s Most Ethical Companies®」（世
界で最も倫理的な企業）に選定されたこの素晴らしいストーリーは、他社が沈黙を保つ
中で、これまで以上に大きな意味を持ちます。

ESGに敵対する現在の風潮はいずれ過ぎ去ると私は信じています。その時、花王は今
以上に強くなり、ステークホルダーのロイヤルティも高まるでしょう。花王の取り組みは、
次世代の企業のために、より広範なESG活動を維持する一助となることでしょう。真の
リーダーシップとは、厳しい環境にもかかわらず、ではなく、厳しい環境だからこそ、さ
らに深く追求していくことなのです。

ESG外部アドバイザリーボードからのメッセージ

Ruma Bose氏 
CEO 

Kayanee

さらなる追求：他社が後退する中で、
花王はESGリーダーシップの道を邁進

寄稿に対する花王からのメッセージ
2026年に向けたメッセージとして、全体的な取り組みを加速させる必要性、特にスコー

プ3排出量、包装廃棄物削減、インクルーシブ・ワークフォースの構築に注力しなければな
らないこと、また、その中でもジェンダーの多様性に関わる課題として、女性管理職比率を
より一層推進するために取り組むこと等の提言をいただきました。

花王では全体的な取り組みを加速させるため、重点課題である脱炭素、プラスチック包
装容器、人権・DE&I、化学物質管理の4つのステアリングコミッティを設置しております
が、ESGコミッティと連動させながら、さらに各領域の取り組みを確実かつ迅速に実行に移
していきます。また、ジェンダーの多様性に関しては、女性活躍を促進するため、さまざま
な意思決定の場に多様な視点が入ることを目指し、3つの重点アクション「リーダーを目指
す、担える人財の育成」「意欲高く働くための育児両立支援」「バイアスのない育成や登用を
実現する環境創り」に取り組んでいます。花王グループでの女性社員比率に対する女性管
理職比率も79.4% （2030年目標100%）まで上昇、取締役会女性比率も35%を超えました。
今後も社員一人ひとりが互いを受けとめ共生する、多様性が強みとなっている花王グルー
プの実現を目指していきます。
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花王はここ数年で、ESG戦略の強固な基盤を構築してきました。昨年私は、ESGビ
ジョンを社内に浸透させることと、組織全体の変革を促すために事業部門レベルで目標
を細分化することに注力することを提言しました。ESGが引き続き企業ビジョンにおいて
重要な役割を果たしていること、そして中期経営計画「K27」においてサステナビリティ
目標が経営戦略および事業戦略に意識的に組み込まれていることは喜ばしいことだと思
います。

地政学的リスクが高まり、環境法規制の整備が急速に進んでいる昨今において、花王
はこうしたESG戦略の基盤に加え、主要な外部要因に関する継続的かつ詳細な分析を行
うことで、複雑な状況に対処し、ESG戦略を着実に進めるための優位な立場を築いてい
ます。花王は、サステナビリティ目標と財務目標は互いに矛盾するものではなく、両立可
能であることを理解しているのです。

拡大生産者責任（EPR）とは生産者が自社の製品および包装の廃棄に関する財
務的および運用上の責任を負うという考え方であり、EUでは包装・包装廃棄物規則

（Packaging and Packaging Waste Regulation）が施行され、英国でも新法が施行
されるなど、この考え方は世界的に拡大を続けています。カナダではEPRプログラムが
次 と々導入され、米国でもEPR法をすでに制定している州や策定中の州が増えています。
この法律の背景にある政策的思考の多くは花王のESG目標と合致するものであり、廃棄
包装の回収やリサイクルなど、一企業だけでは対応が難しい分野への一助となるはずで
す。しかし当然のことながら、こうした急速な法規制の進展は、地域ごとに優先事項や対
応策が異なるため、グローバルブランドにとっては対応が複雑になる側面があります。花
王は、ESG活動を地域の政策的優先事項と整合させる必要がありますが、最終的には、
サステナビリティ分野におけるほかのマーケットリーダーとの連携を拡大し、企業のESG
目標達成を促進する機会となるでしょう。

環境目標は多岐にわたり、それぞれが複雑な相互作用を及ぼし合っていることが多く、
通常、最適な環境成果を得るためには、複数の要素を総合的に考慮して意思決定を下す
必要があります。例えば、パッケージデザインにおいては、リサイクルや軽量化が可能で
あるか、そして再生素材を使用できるか、といったことを考慮する必要があります。新し
いリブ設計のボトル開発は、パッケージデザインにおける相互作用やトレードオフを花王
がどのように評価してきたかを示す好例です。

花王は、注目すべき事例として2025年にオレッサにバイオマスプラントを建設するな
ど、各拠点で変革への投資を継続しています。パーム油代替品に関する取り組みも大き
な変化をもたらす可能性があり、リーディングカンパニーとの協力によって変革が起きて
いるのは喜ばしいことです。

グローバルブランドにとって昨今の市場は混迷極まる一方であり、環境とサステナビリ
ティの目標を緩めたいという誘惑は常に存在します。花王がそのような道を歩まず、ESG
の考え方を今でも事業戦略全体に融合させ続けていることは、称賛に値することです。

ESG外部アドバイザリーボードからのメッセージ

Mike Jefferson 氏
Director

Verde Research and Consulting Ltd.

ますます複雑化するグローバル市場で 
今後もESGに注力

寄稿に対する花王からのメッセージ
花王は、拡大生産者責任（EPR）をはじめとする国際的な制度動向を重要な前提としな

がらも、ESGを単なる規制対応とは捉えていません。ESGを、事業競争力の強化と中長期
的な企業価値向上を実現するための「戦略そのもの」と位置づけています。

これまで花王は、つめかえを中心としたリデュースの取り組みを長年にわたり推進し、大
幅なプラスチック使用量削減と、事業成長・顧客価値向上の両立を実現してきました。環
境負荷低減を目的化するのではなく、新たな価値を創出しながら事業成長につなげてきた
点は、花王ならではの取り組みだと考えています。

今後は、リデュースで培ってきた「製品のライフサイクル全体に責任を持つ設計思想」を、
資源循環全体へと発展させていくことが重要だと考えています。すなわち、リサイクルや再
生材活用を目的とするのではなく、製品・容器・回収・再資源化を一体で捉え、循環し続
ける仕組みとして社会に実装していくことです。花王はこの考え方を軸に、他社・他業界と
の連携も積極的に活用しながら、ESGと事業成長を同時に実現する資源循環モデルを社会
に広げていく役割を果たしていきます。
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花王のサステナビリティプログラム「Kirei Lifestyle」は、消費財業界におけるリーダー
シップとイノベーションの明確な例です。

私は新たにESG外部アドバイザリーボードのメンバーとなり、花王の包括的な戦略に
感銘を受けています。花王はコンプライアンスにとどまらず、GRI、SDGs、UNGPといっ
た世界的に認められた基準に準拠し、CSRD要件に予定よりかなり前倒しで対応できる
と期待しています。私はさらに将来を見据えて、財務指標を組み込むことで、マテリアリ
ティの見直しを進めるとよいのではと考えます。現在の手法は財務指標よりもインパクト
を優先しており、CSRD要件を満たし投資家の期待に応えるものになっていません。

花王の将来を見すえた取り組みは、強固なガバナンス体制に裏付けられており、CEO
が議長を務めるESGコミッティが頻繁に開催されていることは、経営陣の強いコミットメ
ントを明確に示しています。消費財メーカーが消費の最小化を訴えることの矛盾をCEO
が認識しながらも、透明かつ大胆なコミュニケーションが、花王の信頼性をさらに高めて
います。

CDPのトリプルA獲得やEthisphere社の「世界で最も倫理的な企業」選出といった
外部評価は、花王がESGにおけるリーダーシップを担っていることの裏付けになって
います。気候変動分野でのリーダーシップを強化するために、花王はScience Based 
Targetsイニシアチブ（SBTi）などによる脱炭素化目標の科学的認証取得を進めるべきだ
と私は考えています。

花王のサステナビリティプログラムは、めざましい効果をもたらしています。つめかえ
可能なコンパクトなパッケージの導入によりプラスチック使用量を78%という驚異的な
削減を実現したほか、水平リサイクル分野における先駆的なパートナーシップを構築し、
業界では稀に見る「廃棄物ネットゼロ」達成といった野心的な目標を掲げています。

気候変動と水問題への取り組みも同様に素晴らしいもので、スコープ1および2の排
出量は2017年比で42%減少し、ライフサイクル全体の節水量は2030年目標を早くも
達成しました。これらの成果は、バイオマス発電所や浄水プログラムといった革新的な取
り組みが要因となっており、環境責任と事業のレジリエンスを合わせ持つ包括的な取り

組みが実践されています。
炭素と水に関する花王のサステナビリティプログラムは、サステナビリティを事業計画

や財務価値創出に組み込むことで強化できる可能性があります。花王は、炭素とESGの
指標をコスト削減の枠組みに取り入れることで、明確な投資収益率を示すことができる
でしょう。同様に、水リスク評価と排出削減への取り組みは先進的なものですが、事業計
画への統合はいまだ不完全です。

人権に関する情報開示や社員の健康増進への取り組みは花王のESG枠組みに深みを
加えるとともに、バリューチェーン全体にわたる透明性と配慮の姿勢を示しています。

PFAS除去への積極的な姿勢と、Future Originsを通じたパーム油代替原料調達への投
資は、規制の変更と市場の期待を先んじて予測する花王の能力を浮き彫りにしています。

花王は、製品イノベーションとサプライチェーンのパートナーシップにサステナビリ
ティを組み込むことで、リスクを軽減するだけでなく、生活者と投資家にとって長期的な
価値を創出しています。

花王の戦略は、財務面との統合強化や業界他社との協働による先進的な取り組みな
ど、今後さらに発展させる余地がありますが、イノベーション、透明性、社会的インパク
トを組み合わせることで責任ある企業経営における高い基準を示しており、ステークホル
ダーの強い共感を得ながら、花王は業界の未来を形づくる真のサステナビリティのリー
ダーとしての地位を築いていくでしょう。

ESG外部アドバイザリーボードからのメッセージ

Noémie Bauer氏
CSO

Pernod Ricard

Kirei Lifestyle：  
コンプライアンスにとどまらず
サステナビリティを牽引

寄稿に対する花王からのメッセージ
2026年に向けたメッセージとして、「Kirei Lifestyle」をさらに進化させるため、財務指

標を組み込んだマテリアリティへの転換や、脱炭素・水保全をはじめとするサステナビリティ
課題を事業計画と結びつけ、投資と収益の関係をより明確に示すことの重要性について、
貴重なご提言をいただきました。

花王のサステナビリティ（ESG）は、高付加価値の創出と環境・社会課題の解決を同時
に実現する競争軸として位置づけ、企業価値向上、事業成長につなげることにこだわってい
きます。その中核にあるのは、ESGを事業戦略の一部として捉え、各事業の投資リターンを
踏まえながら、全社の企業価値最大化につながる投資判断を行っていくことです。今後は、
ダブルマテリアリティの考え方を踏まえ、欧州サステナビリティ報告基準（ESRS）等の外部
要請への対応を進めるとともに、脱炭素や水資源保全などの環境投資についても、事業計
画に組み込み、コスト（投資）から生まれる財務価値を可視化していきます。これらの取り
組みを通じ、花王は持続的な企業価値向上を実現する独自のサステナビリティ活動をさら
に深化させていきます。
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ステークホルダー・エンゲージメント

花王の重要なステークホルダーには、生活者・顧客はもちろん、サプライヤー、社員、地域社会、行政・自治体、NGO・NPO、アカデミア、業界団体・同業者、株主・投資家が含まれます。
企業理念「花王ウェイ」において、私たちは、この世界とそこに住む人々を深く知り、理解し、人と自然が共に栄える未来のために、人々の期待を超える、よりよい生活を実現することをビジョンとして

定めています。私たちはステークホルダーとの双方向のコミュニケーションを通じて相互理解を深め、社会や暮らしに役立つ情報を提供するとともに、いただいたご意見を経営会議や取締役会にも報告
し、重要な事項の検討審議に反映させるなどして、経営、企業活動やサービスの改善に役立てています。

花王の重要なステークホルダー

社員
企業が強くなるためには、ワクワクして働く社員の活力は欠かせません。多様な人財の
一人ひとりが大きな志を持ち、ひたむきに挑戦していく風土の強化を進めています。そ
して企業の責任として、よりよい仕事環境と成長を支援する機会を提供していきます。

コミュニケーション方法・頻度
● 花王フォーラム 年2回
● 社員エンゲージメントサーベイ 毎年
● 安全衛生委員会・厚生委員会 毎月
● キャリア開発・人財育成 随時
● �ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン（DE&I）推進活動 随時
● 社員の健康づくり支援 随時
● 社員エンゲージメント 随時

地域社会
事業活動が地域社会に与える影響を理解し、地域社会の要請に応え
る事業活動を行い、コミュニケーションすることで、地域社会との共
生を図ります。

コミュニケーション方法・頻度

サプライヤー
サプライヤーを「よきモノづくり」に不可欠なパートナーと考え、「調
達基本方針」にのっとった「公正・公平」「遵法・倫理」「社会的責任」
を基本姿勢とする調達活動を推進しています。

コミュニケーション方法・頻度
● 品質向上活動（会議、訪問） 毎年
● お取引先に求めるパートナーシップ要件遵守状況モニタリング 随時
● サプライヤー満足度調査 3年ごと
● ベンダーサミット、サプライヤー表彰 毎年
● 表敬訪問によるサプライチェーン強化 随時

生活者・顧客
生活者やお取引先の皆さまからのご相談、いただいたご意見に真摯に耳を傾け、きめ細かなコミュニケーションを
図り、皆さまの声を、製品の開発や改良、サービスの向上に活かすことを目指しています。 

コミュニケーション方法・頻度

生活者
● 生活者相談 随時
● 環境イベント 随時
● 啓発イベント 随時
● �Webサイトご意見箱 

常時

化学品・業務用品の顧客（取引先）
● 代理店との意見交換 年2回
● �代理店新人研修会 隔年（西暦

奇数年）
● 衛生勉強会 随時

家庭品・化粧品の顧客（取引先）
● 方針説明会 年1回
● �コラボレーションミーティング 年1回
● �ジョイントビジネスプラン 

生活者・幼稚園・保育園・小学校など
● �ラク家事・手洗い・おそうじなどの啓発講座 随時

花王

株主・投資家
株主・投資家をはじめとするすべてのステークホルダーの皆さまの声に耳を傾け、オー
プンな姿勢で直接的、建設的な対話を重ねることを重視しています。
対話で得た内容は、必要に応じて取締役会で報告・議論を行い、企業価値向上につな
がると判断された事項は、経営に反映するとともに、透明性の高い情報開示を通じてそ
の内容を外部にお伝えしています。

コミュニケーション方法・頻度
● 株主総会 年1回
● 決算説明会 年4回
● 海外ロードショー 年1、2回
● 社長スモールミーティング 年2回
● 事業戦略説明会 年1、2回

● IR・SR面談 随時
● 個人株主向け対面イベント 年2回
● 個人株主向けオンラインイベント 年2回
● 統合レポートの発行 年1回

NGO・NPO
NGO・NPOとの継続的な対話・協働により、事業活動を通じた社
会インパクトの創出、サプライチェーンのリスク管理、社会貢献等
に取り組みます。

コミュニケーション方法・頻度

● 専門家としての協働 随時   
● 意見交換 随時

● 環境イベント、啓発イベント 随時
● 社会貢献活動 随時

● 社会貢献活動 随時
● 出張授業 随時

● 工場見学 随時
● �地域住民との懇談、協働 随時

アカデミア
知識共有・意見交換を広く活発に行い、社会課題・ニー
ズと最先端研究の融合と共創を通じて、産業と学術の発
展に貢献するイノベーションの基盤強化に取り組みます。

コミュニケーション方法・頻度

● 情報交換 随時
● 共同研究 随時

● 学会発表・論文投稿 随時
● 研究人財育成 随時

業界団体・同業者
業界全体の健全な発展と社会課題の解決に向け、業界団体の活動に
参画しています。業界共通の課題やルール形成に関する検討に携わ
るとともに、事業活動を通じて得られた知見の共有を行っています。

コミュニケーション方法・頻度
● 委員会・協議会 随時
● 意見交換・知見共有 随時

● �業界ルール・ガイドライン等の 
検討 随時

● 共同調査・プロジェクト 随時

行政・自治体
行政・自治体と連携し、社会課題の解決を通じて社会価値と事業価値の双方
の向上を目指しています。行政との関わりでは、「花王 ビジネス コンダクト ガ
イドライン」に基づき、対等で健全な関係を重視しています。関係省庁との花
王ならではの生活者情報の共有や法令遵守を基本とした制度運営への関与に
加え、自治体とはサステナビリティ分野を中心に地域社会と連携した取り組み
を進めています。

コミュニケーション方法・頻度

● 委員会・協議会 随時
● 意見交換・情報共有 随時
● 法令・規制への提言 随時
● �政策に関する意見提供・提言 随時　

● �行政事業・産官学プロジェクトへ
の参画・協力 随時　

● �サステナビリティ関連イベント 随時
● 啓発・教育活動 随時
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